
○まず、モデルケースとして、現在更新を検討している施設等
について、分析を実施。

○既に作成している「唐津市公共施設白書」のデータを活用し、
掲載されていない情報については、適宜情報を追加して施
設別財務書類を作成（従事職員数や利用者数などの「非財
務情報」の更新を行い、データ収集を実施）。

○ 財務会計システムの執行データは、予算事業ごとにコスト
を計上しているが、１つの事業に複数の施設コストが含まれ
ている場合は、必要に応じ施設所管課に確認。

○指定管理者制度を導入している施設については、指定管理
者の決算書からコストを計上している。

セグメント分析取組事例④（佐賀県唐津市）

○将来の公共施設等の更新・維持管理費用を削減するため、施設別財務書類を作成し、各施設のコストの見える化を図ると
ともに、同種施設とのコスト比較等を行うことを目的として、施設別行政コスト計算書及び貸借対照表を作成。

分析の目的

事例概要

○令和２年度からの本格的な実施に向けて、今後、横断的な体制づくりや公表用資料の検討、予算科目の検討等を行うこと
としている。

○全庁的な取組体制の整備、固定資産台帳の精度、財務書類の早期作成など、引き続き課題解決への取組みを推進する。

今後の課題・展望等

○人件費など施設のフルコストをはじめ、人口及び利用者1人あたりの純行政コストの見える化が可能となった。過年度の情
報や他市の同種の施設の情報があればさらなる分析が可能と思われる。

セグメント分析結果
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